
第３次 都市計画マスタープラン
策定の基本方針

令和５年６月
龍ケ崎市役所 都市整備部 都市計画課
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１．都市計画マスタープランとは

◇ 都市計画法第18条の２に規定される「市町村の都市計画に関す
る基本的な方針」を定めたもの。

都市計画法 第18条の２（市町村の都市計画に関する基本的な方針）

市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関す
る基本構想並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、
当該市町村の都市計画に関する基本方針を定めるものとする。

茨城県都市計画区域マスタープラン

２．現行の都市計画マスタープランについて

◇ 現行の「龍ケ崎市都市計画マスタープラン2017」は、平成29年3月
に策定したもので、当市の最初の都市計画マスタープラン（H11策定、
H20一部改定）に次ぐ、2期目の都市計画マスタープランです。

◇ 当時の最上位計画であった「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」に位置づけ
られた土地利用の構想や計画、関連施策の実現に向けて、都市計画
の側面から補完するもの。

◇ 計画期間は、平成29年度からの10年間とし、平成38年（令和8年）
を目標年次としている。また、中間年度（令和3年度）に社会経済情勢
の変化、都市が抱える課題・市民ニーズの変化等により、計画の内容
が実態と乖離していると判断された場合は、必要に応じて見直しを行う
とされています。

３．都市計画マスタープランの見直しに至る状況の変化

(1)上位計画の計画更新
◇最上位計画「龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030」の策定完了
◇茨城県 竜ヶ崎・牛久都市計画 区域マスタープランの改定（R3.9月）

（２）社会経済情勢の変化
◇少子高齢化に起因し、想定を上回る速度で進行している人口減少問題
◇新型コロナウイルスの蔓延や働き方改革に伴う、ライフスタイルの変化
◇上記に起因する生活様式の変化等により、加速度的に進展する高度デジ
タル化社会の到来→デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進

◇外的要因によるエネルギー資源や食料資源などの枯渇化や高騰

（３）都市が抱える課題の変化
◇都市のスプロール化、人口減少に起因する空家・空地の問題

（都市のスポンジ化）
◇地球温暖化等の環境問題の進行に伴う、低炭素社会の実現
◇上記に起因すると考えられ、毎年のように発生する大規模降雨災害への

対応
◇持続可能な開発目標（SDGｓ）への対応
◇その他、都市が抱える課題への対応（都市のバリアフリー化、良好な景観

の形成・保全 など）
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４．上位・関連計画との関係

◇ 都市計画マスタープランは、市の最上位計画である「龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030」及び都市計画法第6条の２の規定に基づき、茨城県により
定められた「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（都市計画区域マスタープラン）に則して定められるもので、龍ケ崎市のまちづくりに関した基
本的な方針です。

最上位計画（R5.1月～）

『龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030』

茨城県

『竜ヶ崎・牛久都市計画区域マ
スタープラン』（R3.9月改定）

龍ケ崎市都市計画マスタープラン

龍ケ崎市立地適正化計画

即す

即す

整合

【関連計画】
・龍ケ崎市国土強靭化計画（防災安全課）

・緑のまちづくりプラン（道路公園課）

・龍ケ崎市地域公共交通計画（都市計画課）

・龍ケ崎市空家等対策計画（まちの魅力創造課）

・龍ケ崎市第２次環境基本計画（生活環境課）

・龍ケ崎市まちなか再生プラン（商工観光課）

・龍ケ崎市農業振興地域整備計画（農業政策課）

・龍ケ崎市公共施設等総合管理計画（管財課）

・常磐線佐貫駅周辺地域整備基本構想（企画課）

等

各々の都市計画 各々の土地利用等

反映 反映
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５．計画期間・目標年次

◇計画期間を令和７年（2025年）からの15年間とし、目標年次を令和21年（2039年）とする。

計画名称
2022

R4
2023

R5
2024

R6
2025

R7
2026

R8
2027

R9
2028

R10
2029

R11
2030

R12
2031

R13
2032

R14
2033

R15
2034

R16
2035

R17
2036

R18

現行都市計画
マスタープラン

最上位計画
みらい創造ビ

ジョン
for2030

次期マスタープ
ラン

目標年次15年間

前期基本計画 後期基本計画

至2039（R21）
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６．策定体制

◇下記の体制により策定を進めます。

市議会報告

茨城県
協議・報告

都市計画
審議会

都市計画課庁内ワーキング 庁内各課
調整

庁議

（庁内組織）

諮問・答申

審議・調整

市長

庁内検討会議
（次長会議）
+関係課長
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７．策定フロー

◇下記の流れにより策定を進めます。

1.龍ケ崎市の現況調査
(1) 龍ケ崎市の現況分析
(2) 地域別現況の分析

・国勢調査（令和２年度）
・都市計画基礎調査（R2）
・RESAS（地域経済分析システム）

2.市民意識調査（郵送アンケート）
※ 職員アンケート調査、Webアンケート調査で補足

3.まちづくりの主要課題の抽出
4.まちづくりの目標の設定

・最上位計画「龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030」
・茨城県「竜ヶ崎・牛久都市計画区域マスタープラン」
・団体ヒアリングの実施

5.全体構想（案）の作成
・将来人口
・まちづくりの目標
・将来都市構造
・土地利用の方針

6.地域別構想（案）の作成
・南部地域
・西部地域
・北部地域
・東部地域

・市民懇談会
の開催
（４箇所）

7.実現化方策（案）の作成8.都市計画マスタープラン（素案）の完成

9.都市計画マスタープラン（案）の完成

・市民説明会の開催（４回）
・素案に対する意見募集

10.都市計画マスタープランの完成

・パブリックコメントの実施
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８．計画の構成

序章 都市計画マスタープランについて

・目的 ・役割 ・位置付け
・目標年次など

第１章 概況と課題
1.成り立ち 2.まちづくりの成果
3.現況 4.アンケート調査
5.特徴と課題 6.まちづくりの視点

第2章 まちづくりのビジョン
1.まちづくりの基本姿勢
2.将来都市像
3.将来人口
4.まちづくりの目標
5.将来都市構造
6.土地利用の方針

第３章 まちづくりの方針
1.住宅地の分野（まち魅・都計）
2.賑わい・産業の分野（商工・農政）
3.水・みどりの分野（道路公園）
4.道路・交通の分野（道公・都計）
5.防災の分野（防災安全）

第４章 地域別の方針
1.南部地域（大宮、北文間、龍ケ崎、龍西地区）
2.西部地域（馴柴地区、川原代地区）
3.北部地域（松葉、長山、馴馬台、久保台地区）
4.東部地域（長戸地区、八原地区、城ノ内地区）

(1)現状と課題 (2)まちづくりの方針
(3)地域における拠点の整理

第５章 まちづくりの推進に向けて
1.産・学・官・民の協働によるまちづくり
2.マネジメントの視点に立ったまちづくり
3.都市計画制度の活用
4.進行管理と見直し
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９．意見の反映措置について

◇都市計画マスタープランの策定にあたり、市民のみなさん等にご意見
を伺う機会として、下記を実施する予定です。

（１） 市民アンケート調査
（２） 職員アンケート調査
（３） Webアンケート調査（市公式LINE登録者等）
（４） 高校生向けアンケート調査
（５） 市民団体等ヒアリング
（６） 市民懇談会（４地区、各１回程度）
（７） 住民説明会（４回程度）
（８） 素案に対する意見募集
（９） パブリックコメント

10．策定体制について

（１）龍ケ崎市都市計画審議会
（２）茨城県（都市計画課）
（３）庁議
（４）市議会（常任委員会等）
（5）庁内検討会議

→ 次長会議 + 危機管理監、まちの魅力創造課長、管財課長
農業政策課長

（６）検討ワーキング
関係各課の主査級以上の職員で構成

① 都市計画課（都市計画マスタープラン策定担当課）
② 企画課（最上位計画との整合、総合調整等）
③ まちの魅力創造課（地域資源活用、人口問題、空家対策等）
④ 管財課（公共施設跡地活用等）
⑤ 商工観光課（企業誘致、商工業・観光等）
⑥ 道路公園課（道路、公園等）
⑦ 下水道（下水道、上水道）
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